令和３年度　第１回　組織検討委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年６月１日（火）９時３０分～
静岡県教育会館　地下　Ｃ会議室
	委員長：　倉澤庄次郎　　　副委員長：　大杉　明彦
委　員：　鈴木　良明　　鈴木　正美　　鈴木万里子（欠席）
担当副会長：　佐野　敬祥　　　　　　　　　　　　事務局


1　挨拶
（1） 倉澤庄次郎　委員長
　　これという対策は難しいが、検討をすすめたい。
（2） 佐野　敬祥　担当副会長
　　組織の一員であるという目に見えない意味が大切になる。大学や学生への支援も検討したい
（3） 鈴木正美委員
2　事務局より（検討課題）
（1） 昨年度の組織検討委員会のまとめ
静岡大学教育学部同窓会会則及び細則も含めて、各支部からの要望も伺って
検討をすすめてきた
3　協議事項　
　　ア　「庵原支部」の統廃合問題を含む組織の再編について
支部員一人一人の希望を聞いて、令和３年度末をもって、新たな体制となる見込み
これまでご尽力をいただいた方々の思いを大切にしていきたい。
実際に再編の手続きに入ると、会則の中にある支部等の「準則」の問題がでてくる。
それ以外にも、これまでの支部ごとの活動方法の違いもみえてきた。
「浜松支部」の「湖西支部」分離の再編についても検討が始まっている
湖西地区で集まって現状の確認がされ、浜松地区でも役員会で話し合いがもたれた。
支部としての適正規模についても難しい課題となる。
　　イ　支部組織の活性化に向けて
・支部活動がすすめにくい支部もあり、検討していきたい。
・学生代議員を８名に増員し、直接意見を聞く機会を検討したい
　６月２４日に話し合いを持つ予定　
　まず、代議員となっている学生から渦を起こしていきたい
　支部の講習会・研修会への参加もうながしたい
・若手サミットの開催について（昨年は実施できず、アンケートも不調であった）
　組織検討委員会として若手サミット会議を実施したい
　各支部から２０代～３０代の１名をお願いしたい（無理のない範囲で）
　組織の一員としての声を聞きたい
　秋から冬にかけて、「コロナ感染症」の状況をみてすすめたい
　
[bookmark: _Hlk72404511]３　今後のスケジュール
　ア　第２回組織検討委員会は８月２６日（木）を予定
